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四半期業績の見込みに関するお知らせ 

 

１．平成２２年３月期 第３四半期連結累計期間（平成２１年４月１日～１２月３１日）業績見込み 

            （単位：億円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 

前回予想（※） 

２，２８０ 

   ～２，３８０ 

５５０ 

    ～６００ 

４９０ 

    ～５４０ 

２６０ 

    ～２９０ 

今回見込み ２，３４０ ６２０ ５６０ ３５０

 

前年同期実績 ２，７６０ ７５９ ７０６ ３９９

※前回予想： 平成２１年１０月２６日公表値 

 

＜備考＞ 

フラットパネルディスプレイ（ＦＰＤ）用ガラスの需要増を背景に、当第３四半期連結累計期間の業績

は前回公表時の見通しを上回るペースで進捗しております。これにより、利益は前回予想レンジの上

限を超える見込みです。なお、本年 6 月 9 日に解散を決議した中国（福建）子会社に係る税効果の影

響（純利益が約５０億円増加）を織り込んでいます。 

 

 

２．平成２２年３月期 第４四半期（平成２２年１月１日～３月３１日）の見通し 

・ ＦＰＤ用ガラスは、先行きの需要動向には不透明感がありますが、現状では概ね第３四半期並の需

要が予想されます。当社といたしましては、需要動向に即した稼動を行うとともに、生産性の改善や

コスト低減を推進することにより収益性の向上を図ってまいります。 

・ その他の事業分野につきましては、一部の製品については回復基調で推移するものと予想されま

すが、全体としては、本格的な回復になお時間を要する見込みです。引き続き、それぞれの市場動

向に対応しつつ収益性の改善に取り組んでまいります。 

・ 以上により、前年同期比較で売上は４５％～６０％程度の増収となり、８６０～９５０億円を見込み、ま

た営業利益については６４倍～７６倍程度となり、２７５～３２５億円を見込んでおります。 

 

上記の見通し数値は、現時点での合理的な判断によるものであり、実際の業績はこれらと異なる可能性

があります。 

以上 
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